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、のதの࢙のྺٿたͪはいࢲ
Ұ時を୲っています。
ͦのことをΕ、
ظతな成のٻがߦきա͗ると、
ٿもਓྨ社会もഁします。

ਓ組織には、時にԠ͡たׂがあります。
�� めることがٻはͻたすら成をلੈ
ͦの時の企業がෛうき໋ͩったと
。るのかもしΕまͤΜ͑ݴ

しかし、時はมΘりました。
社会のՁ؍が持ଓՄ性と
సしているのはपの௨りです。

特に、มԽがܹしいதでは、
ビジネスを大きな時ؒ࣠のதでとら͑、
企業のଘࡏҙٛʹύーύスを͑ߟるඞཁがあります。

γーςΟーイーのコーポレートマガジン「terrB�ce」のୈ � ߸では、
すてのビジネスύーιンに

「5JNeM JOe 。のコンηϓトを提ࣔします「ߟࢥ

Timel ine 思考とは、දを၆ᛌすΔΑ͏に、
ظ的なࢹと社会とのؔΘりのதで
自社のྺ࢙をとΒ͑、
すΔ考͑ํですɻߏӦのະདྷをܦ

Timeline 思考でいこ͏
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「今だけ、自分だけ、お金だけ」の反対

ᴷੴञはどのようにビジネスをଘଓͤ͞てきたのでしΐ
うかʁ

石川家が酒造りを本格的にはじめたのは、幕末のことです。
それまでは、農業が本業で、お酒も造ってはいましたが副業
でした。背景には、当時の社会情勢があったと推測できます。
ひとつは、幕府の財政難です。当時、江戸はお酒の多くを関
西から「輸入」していました。幕府の支配する関東から、貨幣
が流出する状態を緩和するため、幕府は江戸近郊での酒造り
を奨励しました。
もうひとつは、やはり幕府の弱体化です。このあたりは幕府
の直轄領でしたが、万が一、徳川家が倒れても、石川家と地
域社会は持続させなければなりません。従来の米と並ぶ経済
的な主軸が必要だったのです。

ᴷञりはݩʑのՈ業ではなく、ੜきるためのઓུͩっ
たΘけですͶ。

はい。事業体として長く続いていると、経営者には「自分の代
で終わらせられない」という圧力がかかります。それが連続
していき、石川家でも代々の当主が時代に応じてさまざまな

手を打ってきました。子孫の存続は、あらゆる種の本能です
から、企業を長く維持したいと考えるのも、人間にとって自然
なことではないでしょうか。
そのために石川家では、『「今だけ、自分だけ、お金だけ」の
反対』の考え方が、受け継がれてきたのだと思っています。

ᴷいっΆうݱでは企業社会のଘଓより、ظతなརӹ
に、よりଟくのΣイトがஔかΕてきたようにࢥいます。

長い時間軸でモノゴト考える構造が、老舗のファミリー企業
に内在している、というのはその通りでしょう。
だからと言って、石川家に特別な家訓や、一子相伝の技など
が、受け継がれているわけではありません。じわじわと浸透
するように、後継者はその精神を身につけていきます。
祖父は私が生まれたとき、ここに桜の苗木を植えました。私の
幼名をとった「太郎桜」は、今でも毎年きれいに咲いてくれます。
大人になって気づいたことですが、そういうものがあると、否
応なしに自分の立場を意識させられます。親の背中もみなが
ら、また周囲の目も感じながら、石川家にうまれたことを少し
ずつ自覚していったのだと思います。
祖父の作戦を理解した私も、息子が生まれた時に樹を植えま
した（笑）。特に何かを強制したわけではありませんが、今、
卒業論文のテーマに「若者のアルコール離れとその対策」を
選び、石川酒造や他の酒蔵に話を聞くなど、がんばっている
ようです。

ᴷ͓͓、�� のظがߴまりますͶ。

Fujita's eye
Timeline 思考

老舗の Timeline 思考は個人だけでなく、地域社会と一緒
に作られる考え方だと実感しました。後継者は、財産や経
営権とともに、それまでの実績や信用、従業員や住民との
関係など、目に見えない資本を丸ごと受け継ぎます。企業
の存続と同様に、築き上げられた評判（家名）を傷つけら
れないと考えるのは当然で、その態度は次に語られるス
テークホルダーとの共生につながります。

い時ؒ࣠の視点を持ͪ、社会ビジネスを͑ߟてきたଘࡏとはʕ
からࢠडけܧがΕてきたฮのファϛリー企業は、ͦのͻとつでしΐう。
౦ژੜࢢのੴञはञଂとして業 ��� にഭり、͞らにҬの
໊ओとして��� Ҏ্のྺ࢙を持つฮです。
ճのࠓ terrB�ceでは、�� のओでද取కのੴከീ͞Μに、
γーςΟーイーදの౻ాཅ࢘がインタビϡー。ฮならではの視点から

「5JNeMJOe の（ػة）มԽ」「αスςφビリςΟ（持ଓՄ性）」「ߟࢥ
ରԠ」「ύーύス」「%"0」といったݱのイγϡーをߟしました。
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人はひとりでは生きていけない、
企業も同じだ

ᴷੴञとҬ社会とのؔΘりは、どのようにつくってき
たのでしΐうかʁ

石川家の先祖は、地域コミュニティの核としての役割を果たそ
うとしてきました。明治に建てられた「文庫蔵」という土蔵（登
録有形文化財）は、さまざまな書物を保管・公開する図書館
として利用されてきました。江戸時代にも、ここで寺子屋を開
いて、地域の子どもたちに読み書きを教えていた、という記録
が残っています。
私が子どものころは、今のように公園や体育館が整っていま
せんでしたから、敷地内でみんなと野球をしたことを覚えてい
ます。公民館代わりに、大人たちの寄り合いにも蔵の空きス
ペースが使われていました。

私の代になってからは、24 年前にレストランを開業しました。
おいしい料理とお酒を召し上がりながら、井戸端会議のよう
なひとときを過ごしてもらいたいと思っています。

ᴷञりでಘたརӹをҬにؐݩするきͩ、という͑ߟ
ํでしΐうかʁ

一方的な還元とは、違うのかもしれません。レストランからは
利益を得ていますし、地域社会との関わりは、経営そのもの
に欠くことのできない要素です。
たとえば、現在営業で活躍するあるスタッフは地元の出身で、
学生時代にレストランでアルバイトしていました。いったんは
別の会社に就職しましたが、何年か経ってから、亡くなった父
のお線香を上げに来てくれたときに「酒蔵で働きたい」と。
今では海外の販路を開拓するなど、当社にいなくてはならな
い存在です。

ᴷࢠࣉでҭったਓがੴՈをもりཱてるようなことが、ߐ
ै。時からԿもあったでしΐうށ 業һҬॅຽとのؔ
を大切にするのは、पғのྀであるとಉ時に、自た
ͪのためでもあるということですͶ。

法律上は株主が企業の持ち主であり、企業は利益を上げ続
けなければなりません。私たちだって、この施設を維持する
だけでも大変ですから、目先のお金を稼ぐことはとても重要
です。
しかし、人がひとりでは生きていけないのと同じように、企業
も地域社会との関わりが必要です。嫌われたり、恨まれたり
すると、長くは続かないことを、私たちは身を持って知ってい
ます。
肝心なのは、自分の利益と、ステークホルダーとの共生のバ
ランスです。私は子どものころから石川酒造を見てきました
が、どちらかがうまく行かず、噛み合わない社内の空気を感
じた時期もありました。
また、これからの時代、地域社会は熊川村、福生市という狭い
エリアだけでなく、国家や世界と、広くとらえることも大切です。

石川彌八郎
石川酒造株式会社 石川麦酒株式会社 
代表取締役社長
石川家１８代目当主
1990 年石川酒造株式会社入社、2002
年に代表取締役社長就任。日本酒「多
満自慢」の醸造を受け継ぐ傍ら、ビー
ル造りも手がける。敷地内にレストラ
ンや 宿泊施設を併設し地域コミュニ
ティーの場としても展開している。

INTERVIEW



Fujita's eye
サステナビリティ（持続可能性）

「SDGs（Sustainable Development Goals）」が示す
持続可能性とは、従業員や地域社会、さらには次世代との
共生であることが、石川社長の話から見えてきます。日本
企業には「売り手よし」「買い手よし」「世間よし」という「三
方よし」の哲学がなじんでいます。さらに石川社長の考え
方は、「作り手よし」「地球よし」「未来よし」を加えた「六
方よし（※ 1）」の精神に通じるもの。SDGs 時代のビジネ
スの貴重な指針です。
※ 1 売り手よし、買い手よし、世間よし、作り手よし、地球よし、未来よし。「自分

の利益を得ると同時に、社会に貢献してこそ良い商売だ」という近江商人
の哲学「三方良し」をベースとし、現代流に発展させた考え方。サプライ
チェーンと環境、次世代への責任を重視している。

ピンチのときこそ挑戦を

ᴷコϩφՒは社会のసを大きくਐめました。ੴञは
こΕまでもԿか、時の大సを͞ݧܦΕたとࢥいます。
どのようにりӽ͑てདྷたのでしΐうか。

近現代の日本史の中で、時代が大きく変化したのは明治維新
と太平洋戦争、最近ではバブル崩壊でしょう。幕末の社会情
勢に合わせて、本業として酒造りをはじめたのは申し上げた
とおりです。戦後、流通が発達したことで事業を拡大、バブ
ル期には絶頂を迎えます。
しかし、平成のはじめにバブルが崩壊し、売上は急激に落ち
ていきました。その時期に、ビール醸造、レストラン開業と、新
規事業に乗り出しました。
レストランを開業した当時は、「本業に集中するべきだ」とい
う意見が圧倒的でした。危機に直面してリスクをとらず、長年
培った酒造りにリソースを割くべきだ、という考え方は短期的
には正しかったかもしれません。
しかし、その酒造りだって元は副業だったと、ご先祖様が書い
ています。激動の幕末期に本業としてスタートしたことは、お
話したとおりです。

ᴷ時にԠ͡てॊೈにมԽすることが、ピンチをりӽ͑る
ൿ݃であると。

現在の石川酒造では、日本酒の売上比率は全体の半分以下
まで下がり、代わりに他の事業が伸びています。しかし、まっ
たく新しいことをしているわけではありません。実はビールは
戦前に一度手掛けていますし、レストランでは酒蔵と密接な
関係の上で経営しています。
単に「酒蔵に置いてある飲食店」にならないよう、有機的に
組織をつなげるには時間がかかりましたね。でも、その経験
が新しい事業にもつながっています。
2020 年に、同じ福生市の大多摩ハムが、石川酒造のグルー
プに加わりました。前の代表が後継者問題のため売却を検討
していたところ、当社に打診があったのです。

ᴷコϩφՒのਅっதに、 ら͞に৽たなチϟレンジをは͡め
たのですͶ。

藤田陽司
株式会社シーティーイー代表取締役社長
一般社団法人東京ニュービジネス協議会理事
1997 年株式会社シーティーイー入社、2009 年
より代表取締役。主にBtoB 企業の広報・ブラン
ディング・セールス施策を多く手掛ける。理事を
務める東京ニュービジネス協議会では経営者
ブックサロンを主宰。国際唎酒師としても活躍。

現代ビジネスを見通す老舗の知恵



私が M＆Aを決意した理由は 2 つあります。福生には大多摩
ハムと福生ハム、石川酒造と田村酒造場と、ハムメーカーと酒
蔵が 2 軒ずつ営業しています。互いに切磋琢磨する関係が重
要だと実感しており、片方がなくなってしまうのは地域にとっ
ても、その業界全体にとっても大きな損失です。
とはいえビジネスがうまくいかなければ、意味がありません。
大多摩ハムは工場にレストランを併設していますが、有機的
な連携という意味では、改善できる点があると思いました。当
社のレストラン経営の経験が生かせると考えたわけです。

ᴷ৽ࣄن業でಘたϊϋが、業छをӽ͑てوॏなܦӦࢿ
。になっているのですͶݯ

Fujita's eye
変化（危機）への対応

老舗企業の経営は、伝統や財産、ステークホルダーとの関
係を守ってきた歴史です。同時に、時代に合わせた自己改
革、イノベーションの連続であるとも言えます。危機のとき
こそ新規事業に取り組んだ石川社長の経営は、ウィズコロ
ナ／アフターコロナを生きるビジネスパーソンにとっての
示唆に富んでいます。いきなり突拍子もないことをするの
ではなく、日頃からアンテナを立て、新しいことに取り組
み、イノベーションの源泉を育んでおくことが重要です。

次世代に余白を残す

「Kビジϣン」「ϛογϣン」など、理念をॏ視する企業が
૿͑ました。ੴञのํ͑ߟを໌確に͑るようなは、

Կかありますかʁ

石川酒造の経営理念は「石川酒造は地域の誇りであり、自ら
の誇りである」です。地域の人々に愛される存在になり、ここ
で働くことにプライドが持てるような会社にしていこう、という
メッセージが込められています。
これは、私の代で明文化しただけで、石川酒造に長く受け継
がれていた理念です。以前は言わなくても「感じる」ものでし
たが、経営が多角化して従業員数も増えた現在では、言葉で
きちんと伝える必要があります。

ᴷ͓ञのことにҰݴも৮Εていないのが໘നいですͶ。こ
Εから企業ࣄ業をどう発లͤ͞るか、というビジϣンのڞ༗
などはいかがでしΐうか。

私も50 代後半になり、事業承継を意識する年齢になりまし
た。これからも挑戦は続けていきますが、次の世代が自由に
できる余地を残すことが重要です。
ビジネスには必ず山があり、縮小するタイミングがやってきま
す。私の代ではじめた事業を広げるだけ広げるのではなく、
ある程度安定した状態にしてから引き継ぎたいと考えていま
す。
というのも、私が入社した平成初期は、日本酒の売上が過去
最高にまで上り詰めたときでした。言い換えれば、絶好調で
引き継いで、その瞬間から売上は落ちはじめたのです。はじ
めのうちは、何をやっても上がらないことに苦しい思いをしま
した。
人は受け継いだものを守ることも大切ですが、やはり苦労は
しても、自分でつくった事業を伸ばすほうが楽しいんです。社
内の人材やノウハウ、外部の人脈は受け継ぐし、必要とあれ

INTERVIEW
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ばアドバイスもしますが、あとはその時代の感覚でのびのび
と経営してほしい。そんな思いから、あまり将来の予定を明確
に定めてはいないのです。

Fujita's eye
パーパス

ミッションやビジョンの上位概念である「パーパス＝存在
意義」が注目されています。商品や事業に直接触れず、非
常に抽象的に表現された石川酒造の理念は、まさにパー
パスに近いものでしょう。世代が変わっても、地域社会の
核であるとの精神は受け継がれ、かつ酒造業や飲食業と
いった具体的な事業にとらわれない経営が可能になりま
す。それにしても、「自分の代で広げすぎない」という石川
社長の言葉には、「さすが老舗の知恵！」と感服しました。

酒蔵パークが示す自律的社会の縮図

ᴷञ好きが͡ߴて唎ञࢣとなったࢲは、͜ Εまでଟくのञଂ
を๚Εていますが、ੴञ͞Μこ 「ͦञଂのアϛϡーζϝン
トύーΫԽ」の先ۦけͩとࢥいます。ࠓでこͦ、レストランレ
ΫリΤーγϣンࢪઃを持つञଂは全ࠃに૿͑てきていますが、
�� લはまͩしかったですよͶ。
͞、いするとվめて͓ࠓ ま͟まなਓが๚Εて、ࢥいࢥいに
աごしているҹです。

ちょうど今、ビール工房として使っている蔵で、日本舞踊と三
味線のお稽古がはじまります。地元のお師匠さんに無償で貸
し出しているのですが、十分なスペースがありますし、公民館
などよりも、古くからの蔵で演奏したり、踊るほうが気分が乗
ると喜ばれています。
レストランで食事をしているとき、三味線の生音が聞こえてく
ると、何とも心地がよいものです。お稽古が終わったら、着物
を着た生徒さんが歩いて来るのも風情があります。演出では
なく、自然な人間関係からうまれた音や景色が、よそにはない
空間をつくってくれています。
おかげで私も三味線が弾けるようになって、旦那芸をひとつ
増やしてしまいました（笑）。

し合ってڙすることで、自વとϝリοトを提ࡏいがଘޓ͓─
います。とてもૉఢなؔですͶ。社会ࡁܦもこΜな;うに
ճっていけよいのでしΐうがʜ。

よい仕事をしてくれる人がいて、はじめて私たちも美味しいお
酒やビール、料理を提供できます。原料となる米や麦、テー
ブルや私たちが着ている服も、誰かが作ってくれなければ、
石川酒造も成り立ちません。

お金は仕事に対するお礼、循環をスムーズに回すための潤
滑油なのだと思います。

ᴷたͩ、͓ۚをՔ͙ことがతԽしたり、୭かにརӹが集
தすると、ෆ合がىこることがあります。

経済のことを考えると、何のために生まれ、何のために仕事を
しているのか？ という原点に返ります。人も企業も社会の一
員であることを忘れずに、各々が受け持つパートを一生懸命
に務める。みんなが進んでそれをやり合って、良い仕事を正
しく評価し合えば、暮らしやすい世の中をつくることができる
でしょう。

Fujita's eye
DAO

三味線のエピソードが象徴するように、石川社長にとって
の「地域社会」とは、さまざまな人と組織による自律的な
社会。国や自治体に管理されるわけではなく、関係性の中
で自然とバランスが保たれています。こうした自律性は、
次世代の重要な概念となるでしょう。例えば昨今注目され
る「DAO」では、特定の管理者が存在せず、ユーザー同士
がブロックチェーンを活用して、コンテンツや通貨（暗号
通貨）をやり取りし、各々が適切にメリットを享受します。
GAFAなど巨大プラットフォームが支配する世界とは一線
を画す「自律分散型」のインターネット。新しい社会のヒン
トは、案外古きよき地域社会にあるのかもしれません。

現代ビジネスを見通す老舗の知恵



パ ー パ スͬて な Μ だʁ
藤田ɿ「パーパス」を直༁すると「目的」「意図」だけれど、
昨今のビジネスシーンでは「存在意義」を示す。企業が「自
分たちは何のために存在しているのか？ 事業を通して何がで
きるのか？」問い直すことが重要だと言われているんだ。
ۙ藤ɿつまり経営理念ですよね。よく言われている「ミッショ
ン（使命）」「ビジョン（構）」「バリュー（価؍）」と、「パー
パス」はどのように違うのですか？
藤田ɿ「パーパス」は経営理念の中でも、上位概念に当たる
と言われている。
かくは、人や企業によって、解ऍが分かれるところもあるとࡉ
思うけれど、̈́ くがしっくり来たのは、経営学者の名和高࢘先
生が提এする「ࢤ本主義」だ。

利潤をٻする従来の資本主義を続け
ていると地球はパンクしてしまうから、カ
ネではなくヒトに立٭した経済＝「ࢤ本
主義」にすべきだ、という考え方。その
核にあるのが「ࢤ」であり「パーパス」
になる。
ۙ藤ɿ少しわかってきました。元、目先のことではなく、長
い時間軸、大いなる目的や目ඪといったニュアンスを、「ࢤ」
からは感じます。
藤田ɿ名和先生は、「ミッション」「ビジョン」「バリュー」に対
して、「パーパス（ࢤ）」「ドリーム（ເ）」「ビリーフ（信念）」
の概念をհしている。そして、前者は外発的、後者は内発
的な経営理念だと定義する（図1）。
ここではࡉかいことはলくけれど、「ࢤ」とは神や市場から༩
えられるのではなく、内から༙き上がるものだと。

ؔ連ॻ੶がଟく出൛͞Εるなど、ここのビジネスγーンで͞Εる「ύーύス」。ビジネス社会
のڥがมԽするத、৽しい時に最దԽ͞ΕたܦӦ理念とݴΘΕます。
γーςΟーイーでも「ύーύス」ࡦఆにけて、θϩからϓϩηスを͑ߟてみました。ळの༦Ε、社の
౻ా、ຊ部のۙ౻、σΟレΫターの࡚ࢁでߦったϫーΫγϣοϓは、「社会の想い」「自たͪらし͞」
をݟす༗ҙٛなػ会に。読者のօ͞Μの会社でも、ͥ ͻ࣮ફしてみることを͓すすめしますʂ

ແྱߨϫークγϣοϓʂ
θϩ͔Β考͑Δ

「パーパス」ࡦఆ会ٞ
1 6 3 1 0 4 &
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 ൃ 的 で ͋ Δこと
ී、ɿ私たちは࡚ࢁ ஈとても会社の外を意識して、仕事をして
いますよね。ディレクターの私は٬ސとよい関係を築こうとす
るし、営業の近౻さんも٬ސに合った提案を意識されていま
す。౻田社長も、業界や金༥市場の動をみながら経営して
いるのだと思います。
仕事は相手のことを考えてするように教わってきましたが、
パーパスが内発的な目的なら、いったんそれは無視してもい
いのでしょうか。
藤田ɿ内から༙き上がる「ࢤ」なら、経営者や社員の理を
語ればいい、という解ऍになるかもね。現状の自分たちの環
境や能力は置いておいても、「ムーンショット（※ 1）」として、
目指す未来のあり様を言語化することが大事なんじΌないか
と。
ۙ藤ɿうーん、「ࢤ」って単なるきれいごとではなく、相当強
い意ࢤですよね。外部の環境や、٬ސや社会に提供できる能
力、あるいは過去のੵみ重ねに関係なく、「ࢤ」は持てないの
ではないでしょうか？
藤田ɿなるほど。΅くが今から「メジϟーリーグで最多উと
ホームランԦを֫得する」とએ言しても、
突拍子がなさすぎて「ࢤ」にはならない。
無ݶの可能性を持つ子どもなら、これか
ら必ࢮに力を重ねることで、実現できる

「ເ」と言えるかもしれないけれど。
ある程度成ख़した個人や企業にとって、

これまでのੵみ重ねに立٭し、実現可能だと思えることは、
。の݅と言えそうだね「パーパス」＝「ࢤ」
ۙ藤ɿその「実現可能」が他人の評価ではなく、長期的に自
分たちが本気で信じられるものであればよいᴷᴷ内発的とは
そういう意味でしょうか。
ɿ他社の「パーパス」をチェックしてみたのですが、私も࡚ࢁ
その企業の「らしさ」は重要であるように思います。

ι χ ー�ɿΫリΤΠςΟϏςΟͱςΫϊϩδーͷྗͰɺ
ੈքΛײಈͰຬͨ͢ɻ

࢈自ಈं�ɿਓʑͷੜ׆Λ๛͔ʹɻ
ΠϊϕーγϣϯΛυϥΠϒ͠ଓ͚Δɻ

ຊϖΠϯτ�ɿαΠΤϯスʴΠϚδωーγϣϯͷྗͰɺ
Θͨͨͪ͠ͷੈքΛ๛͔ʹɻ

ۙ藤ɿそして、「人々」「世界」といった「社会」に対するアプ
ローチになっていますね。お金を稼ぐとか、規を大きくする
とか、自分ごとは書いてありません。
藤田ɿ名和先生の「ࢤ本主義」に通じるね。もちろん営利事業
にはお金や規は大事だけれど、それは「ࢤ」のための手ஈ。

「社会への強いい」と「自分たちらしさ」の重なるところを
「パーパス」と定義できそうだね（図2）。

$ T & ྲྀ パ ー パ ス の ϕ ン 図
ɿ書੶や資料を読Ήだけでなく、自分ごととして「パー࡚ࢁ
パスとは何か」から۷り下げると、視界がひらけてきた気がし
ます。

ۙ藤ɿ·と·りそ͏なとこΖ、すΈ·ͤΜʜɻ
「パーパス」が内発的なものであるとはいえ、現実的に他社と
比ֱして༏れているとか、ࠩ 別化されているとか、外部との関
係って大事だと思うんです。
サンリΦの「ハローΩティ」のブランドパーパスが「ීว的な
思いやり」であると聞いたことがあります。かわいいΩϟラク
ターは数多いですが、「思いやり」を提供価とするものは
他になく、だからこそ社会貢献の市場に進出できたと。今、ハ
ローΩティは国連とともにSDGsを推進しています。

౻ా͞Μ
株式会社シーティーイー代表をし
ております。最近はロック史と経営
を掛け合わせたレϙートを作るの
がझ味です。他社のパーパス策定
をお手伝いしてますが、自社の
パーパス策定はこれからです。

ۙ౻͞Μ
10݄に�年ぶりにフルマラソン（ਫ
戸ԫອ༡マラソン）に挑戦し、
しました！ɹ50年という長いಓの
りを歩んできたシーティーイーの次
の50年の指針となるものをಋき出
せればと思います。

Μ࡚͞ࢁ
ブルーノ・マーズのライブにࢀ加し
てすっかり心ਲしています。「パー
パス」は調べれば調べるほどٶ
入りしてࠞ ཚ 中。今 回 のϫーク
ショップで少しでも歩み寄れるとよ
いのですがʜ。

『パーパス経営 30年先の視点から現在を捉える』（著・名和高司）より。

Purpose
ʢࢤʣ

ʣܕلӦʢ��ੈܦຊࢤ

Mission
ʢ໋ʣ

Dream
ʢເʣ

Vision
ʢߏ想ʣ

Belief
ʢ৴೦ʣ

Value
ʢՁ؍ʣ

ʣܕلӦʢ��ੈܦຊࢿ

※1ɹ非常にࠔ難だが達成できれば大きなインパクトをもたらす大なܭ画や挑戦

図1
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藤田ɿ現実のビジネスにつなげなければ「パーパス」の意味
はないからね。「社会への強いい」が表現されていて、「自分
たちらしさ」を活かしているが、「他社にはない（事業性）」とい
う、�つの軸（図�）でシーティーイーの「パー
パス」を考えてみよう。

「 自 分 ͨ ͪΒ͠͞ 」を
۷りԼ ͛ Δ

藤田ɿまずは、「自分たちらしさ」から整理してみようか。ここ
まで話してみて、歴史をৼり返ることは「パーパス」の策定に、
とても重要だと思うんだ。
シーティーイーは元々ҹ会社が共同出資した会社で、ҹ
の前工程であるࢽࡶやパンフレットの組൛をઐ業としてい
た。ただ、΅くが入社した20 年くらい前から、デジタル化に
ってࢴഔ体はゆるやかにݮってきたために、事業の見直し
がഭられていた。
デザインや組൛は継続しつつ、スタンスを「情報加工業」とし
て8eb 制作やシステム開発、ソフトウェア制作・販売にҠ行
していった。̈́ くが社長になってからは、さらに上流のクリエ
イティブ領域に進出。今は 13 やコンテンツ制作など、BtoB
のコミュニέーション支ԉを拡大している。
たくさんあるクリエイティブエージェンシーの中でಠ自路線を
ٻするため、201� 年に「伝える、ಧける、いをつなぐ」を
ミッションに定めた。要するに、機能やスペックをかっこよく
表現するだけでなく、目に見えない情やر、౻まで、読
者にಧけるのが、シーティーイーのϙリシーだ。
2021 年には「を伝える」をコンセプトに、「コーϙレートマ
Ψジン」の制作事業を開࢝した。このコンセプトには「私たち
作り手がを持って伝える」と「クライアントのを読者に伝
える」という、2つの意味が込められている。
ɿ「を伝える」のは、本当に難しいです。クライアント࡚ࢁ
の言葉をそのまま書いても、目の前で話しているようには伝わ
りません。だから、外部の人に言ってもらえるよう対ஊを組ん
だり、ビジュアルを使って表現したりと、毎回考えൈいてコン

テンツを設ܭしています。
技ज़や手法というより、このスタンスは「自
分たちらしさ」ではないかと思います。
ۙ藤ɿの形やありॲは多様だし、ター
ήットによっても伝え方は変わるから、「
を伝える」を手法として確立するのは難し
いでしょうね。
ただ、情報をぎ落とした伝え方は、「他社
にない」部分としてڳをுっていいんじΌ
ないでしょうか。コンテンツは「いいが
あります！」と言葉を連ねて、デザインをこっ
てりるほど、ウソくさくなってしまいます。

シンプルなストーリーで目に見えない情報を伝えるのは、ੵ
み重ねてきた組൛の思とノウハウが、生かされているよう
に感じます。
藤田ɿいいね。「を伝える」というミッションのために、あら
ゆる手ஈでコンテンツを設ܭするスタンスが「自分たちらし
さ」。その中でも「他社にない」のは、シンプルな伝え方だと
いうことで、話を進めよう。

 ࢦ す  き 社 会 とはʁ
藤田ɿ「社会への強いい」だけでは෯が広すぎて、考える
のは大変だ。ここでは、私たちの領域である「コミュニέーショ
ン」をΩーϫードに考えてみようか。どんなコミュニέーショ
ンが行われる社会に、̈́ くたちはしたいのかな？
ɿ私は「コミュニέーションしなくてもいい社会」になる࡚ࢁ
といいと思っていました。文ࣈならいいのですが、考えをまと
めながら会話することが苦手でʜ。
ۙ藤ɿٯઆ的ですねえʜ。コミュニέーションをなくすのが、
コミュニέーションに携わる者のۃڀの役割と言われるとʜ
ਂい。
藤田ɿおもしろい！ɹただ、山࡚さんも、コミュニέーションし
たくないわけではないよね。コミュニέーションのストレスが
なくなればいいわけで。
。ɿそうですね࡚ࢁ
ۙ藤ɿコミュニέーションをスムーズにするっていうことか。
それならば、私にもよくわかります。
藤田ɿ΅くは初対面の人と話すことが多いけれど、あらかじ
め相手の考え方や人となりが、ある程度わかっていればいい
な、とよく思うんだ。余ܭな行き違いや摩ࡲはなくなるし、会
話の内༰やレベルを合わせて話すことができる。
自分が話したい相手とだけ話せれば、さらにストレスがなくな
るのは確か。シーティーイーの領域ではないけれど、A*など
のテクノロジーで商ஊやަ༑関係が調整されるような未来
は、ԕからず来ると思う。
ۙ藤ɿマッチングアプリの会社が、D/A 検ࠪを使ったҨ伝子

θϩ͔Β考͑Δ 「 パ ー パ ス ࡦ「 ఆ 会 ٞ

※2ɹҨ伝子マッチングの例ɹIttps���pStimes�Kp�main�Itml�SE�p�000000109�000004974�Itml
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パーパス
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パ
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マッチング（※ 2）を実験的に行っていました。なんだか、味気
ない気もしますがʜ。
藤田ɿ意見の合う人とだけ話すというのは、フィルターバブ
ル（※ �）などの問題もあるし、̈́ くたちが目指すべき࢟ではな
いかもしれない。でも、相手をよく知って議論を戦わせたり、
そのことで建設的なえをಋけるのであれば、有益なことで
はないだろうか。
ۙ藤ɿまさに、コーϙレートマΨジンは企業が、直接会えない
職者、地域社会などのステークホルダーに、自分たٻ٬やސ
ちを知ってもらうための施策です。「コミュニέーションのスト
レスをなくす」は、今シーティーイーが取り組んでいることの
先にある未来だと思います。

γ ー ティー Πー の
パ ー パ ス（ Ծ ）ܾ ఆʂ

藤田ɿと、いうことでシーティーイーの「パーパス（Ծ）」をま
とめると、こうなるだろうか。

「人や組織のをシンプルな方法で伝え、コミュニέーション
のストレスがない社会を実現する」
。ɿはい。でも表現がシンプルではないですねʜ࡚ࢁ
ۙ藤ɿ「社会への強いい」「自分たちらしさ」「他社にはな
い」のエッセンスをえつつ、わかりやすいϫードにまとめる
必要がありそうです。
藤田ɿコミュニέーションのストレスがなくなるとこうなる、と
いう意味でʜ

「笑إの出会いを増やす」
ۙ藤ʗ࡚ࢁɿいいですね！

「 パ ー パ ス 」は
Կ の ͨ Ί に ͋ Δ の ͔ʁ

ɿところで社、ύーύスってなΜの࡚ࢁ
ためにあるΜでしたっけʁ
藤田ʗۙ藤ɿ͑͑ͬ、ここでʂʁ
藤田ɿ最近、「ブルシット・ジョブᴷᴷクソどうでもいい仕事
の理論」という本を読んだんだ。お金は稼げるかもしれない
が、誰かをҒそうに見せたり、他人をٗいたり、欠ؕを取り
સったりʜ社会的に全く意味がない、場合によってはにな
る仕事を「クソみたいだ」と言っている。

「パーパス」は「ブルシット」の反対だと思う。営利事業では
あるけれどお金を稼ぐだけでなく、社会にとって本࣭的な意
義があり、働く人が誇りにできるような「ࢤ」だ。
個人でも、「自分がなͥ生きているのか？」と考えたりするよね？
́̈。ɿ自分の存在意義ということですねʜ࡚ࢁ んやり考えた

ことはあるかもしれませんが、えを出すのは難しいですね。
藤田ɿそう、パーパスを定めるのは、とても難しい。でも、大
きな変化やࠔ難に直面したときに、ブレない軸があれば、っ
たりんだりせず、よい仕事ができたり、ॆ 実したプライベー
トをૹれるよね。
それと同じことを企業ができれば、ちょうど今のように変化の
、しいビジネス環境の中で、経営者も従業員もݫ、しい時代ݫ
正しい判அで前きに仕事ができると思うんだ。
ۙ藤ɿ決して概念的なことだけではないと思います。「ハロー
Ωティ」の事例のように、「パーパス」は実際の事業展開のج
ૅにもなりますね。
藤田ɿそのとおり。自分たちの指針になると同時に、「パーパ
ス・ブランディング」という言葉があるとおり、少なからず社
外へのアピールにもなる。マーέティングやセールスはもち
ろん、人材࠾用にもしっかりとした「パーパス」は有ޮだ。
ことに若い世代は企業への共感を、就職の大事な指ඪにして
いると言われるし、そのことは、̈́ く自身も実感している。
ソニーは「パーパス」の策定に半年かけたというし、� 人で数
時間話しただけで、決まるものではない。でも、プロセスとし
ては理解がਂまったんじΌないかな。
ɿなんとなくですが、「パーパス」のエッセンスを理解で࡚ࢁ
きてきたと思います。自社のこともいろいろ考えるよい機会に
なった気がします。
あと、コーϙレートマΨジンを制作する際にも、お٬様の会社
のパーパス的な部分を見ۃめて企画に反өすることで、より
ॆ実したものにできると思いました。
ۙ藤ɿコーϙレートマΨジンの提案など日々の業務では、お
٬様の会社の事業内༰やԊ革を調べたり、代表の方の取材
を通じて事業にかけるいを引き出したりすることはありま
す。一方で、自社のことを改めて考える機会ってなかったなと
思うと、今回のϫークショップを通じて۷り下げられたことは
とても有意義だったなと。今後はこういったプロセスもお٬様
に提案できればと思います。

θϩ͔Β考͑Δ 「 パ ー パ ス ࡦ「 ఆ 会 ٞ

※�ɹブラウザや S/Sのアルゴリズムによって、インターネット上で๐（バブル）にแまれるように、自分の見たい情報しか見えなくなる状態。
対立する情報からִ離され、価؍の合う者同士がݽ立するリスクが指ఠされる。
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imeline 思考と
パーパス

石川酒造の石川ከീ郎さん（1�04）は、大きな時間軸で物事
をとらえる経営者です。前世代、次世代との関わりのなかで、
企業のステージをとらえ、自身の役割を定義するTimeline
思考（1�0�）を体現しています。
昨今では、SDGs がڣばれているように、持続可能な社会へ
の取り組みが、企業にもٻめられています。短期的な利益に
とらわれず、社会や企業の存続を前提とする理念と行動は、
老舗企業にݶらず、あらゆる人と組織にとって重要です。た
だ、理由はそれだけではありません。
現在の市場環境が大変シビアであることを、多くの方が実感
しているはずです。変化が激しく先の見通せない時代に、商
品やサービスの味期ݶは短縮しています。技ज़の進歩とと
もにコモディティ化が進んでいるので、機能や性能、価格など
でࠩ別化し、ڝ争にউつことも難しくなりました。
企業の規に関わらず、大きな視野で、一本ےの通ったストー
リーを持つ企業は、共感され、応ԉしてもらえる存在となりま
す。反対に、「今だけ、自分だけ、お金だけ」（1�05）という考
え方が見透かされた企業は、社会の支持を失います。
パーパス＝存在意義（1�10）の概念が注目されるのは、そん
な大きなトレンドを受けた現象のひとつでしょう。パーパス（ま

たは४じる経営理念）策定の前提になるのが、Timeline 思
考。そして、企業の長期的なスタンスを、ストーリーとして社
内外に伝えるのが、「コーϙレートマΨジン」です。

ーϙレート
マΨジンとは

パーパスは、単なる経営者のいや理ではなく、経営者や
従業員の意思決定の原点です。社会的意義とともに「自分た
ちらしさ」が表現されていなければなりません。
どのようなࢤの下で業し、どう変わってきたのか？その背景
には、どんな社会の要があったのか？ まずは、自社と社会
との関わりの歴史をひもとくことで、はじめて現在地が整理さ
れます。
まさに、企業の Timeline＝年表をつくるような作業。
それなら、8eb サイトや会社案内に「Ԋ革」や「歩み」が記
されている、と言われるかもしれません。では、取引先や従ࡌ
業員、さらにはその家に、ޚ社の歴史は伝わっているでしょ
うか？ そもそも、読んでもらえているでしょうか？ 
私たちは、ストーリーの力でメッセージを伝えるコーϙレート
マΨジンの制作をおすすめします。企業の一方的なメッセー
ジではなく、まず「読者の関心事」を語り、その上で自社をア
ピールするのがコーϙレートマΨジン＝「会社が作るࢽࡶ」

T

コ

企業のTimelineを
スτーリーにすΔ
ίーϙϨーτ
ϚΨジンとはʁ
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です。
会社の中には、社会に対する経営者ならではの༏れた視点、
他社にはない技ज़やノウハウが生まれたプロセス、人や組織
の挑戦とં࠳のドラマなど、「ネタ」がたくさんજんでいます。
それらを、ࢽࡶと同様の表現やレイアウトにまとめ、読みたく
なるコンテンツに仕上げます。

ーϙレートマΨジン制作の
プロセス

コーϙレートマΨジンは、老舗の大手企業でよくあるような
「社史」とはҟなります。単に、会社の歴史をまとめるだけで
なく、読者にڵ味を持って読んでもらえるコンテンツであるこ
とが重要です。また、Timeline の表現といっても、形式として
年表のようにする必要もありません。
企画、構成のアプローチはさまざまですが、外部への取材を
活用するέースが主流です。ັ 力的な人物や企業をフックに
することで、読者のڵ味をىשすることができます。同時に、
対話の中で自社の歴史や考え方、強みをਂめ、わかりやすく
表現することも重要です。

一般的な制作プロセスは、次の通りです。

ご発注から最短 2カ݄程度で制作が可能です。ڵ味のある
方は、以下の連བྷ先よりお気ܰにご連བྷください。

コ
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コーポレート
マガジンのすゝ め

コーポレートマガジンとは「会社が作る雑誌」のこと。
まずは会社に興味を持ってもらい、

好きになってもらうためのツールです。

ストーリーを語ろう

取材に出かけようビジネス視点が武器

時には気合と根性も大切

自由な発想で

読者のキモチになってネタは社内にあり

ファンをつくろう 最後はしっかり自社アピール

 連絡先 

product-support@web-cte.co.jp

編集者／ライターによる専任チームを組織

全体企画、構成のご提案（外部取材含む）

ご確認・修正

企業理念、強み、特徴などを詳しくヒアリング

取材・制作

校了・納品
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terra°ce lab はシーティー
イーが運営するオウンドメ
ディアです。「熱が見える」
をテーマに厳選した新規事
業を図解で紹介しています。
図解だから新規事業のキモ
がちゃんとわかります。
本誌でも多く扱ったパーパ
スについても、身近な事例
を交え連載中。
あなたのビジネスの情報源
にぜひ活用ください。

https://www.terrace-lab.com/

「が͑ݟる」コϛϡχέーγϣンߟ

おまかせ
ください

 お問い合わせ：
product-support@web-cte.co.jp

株式会社 シーティーイー　〒112-0005 東京都文京区水道1-9-1　
Tel. 03-5689-4161（代表） Fax. 03-5803-3381　web-cte.co.jp

ホームページ

HP制作
初期費用

5万円で
ここまで
つくれます。
掲載する写真や文章を準備していた
だければ、当社で用意しているテンプ
レートを使用することにより格安で
ホームページを制作いたします。
අ༻ʹؔͯ͠ผ్අ༻͕ൃੜ͠·͢ɻܖඅ༻ɺυϝΠϯܖ4.$˞
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